
④DPCの理解度との関連  

DPCの理解度との関連性をみると、DPCの診断群分類、包括の範囲の理解度が高  

い職員では「よく納得できている」という回答割合が高い。DPCの理解度と退院に対  

する納得度との関係は有意であり、相関が見られる。（質問1とのクロス分析：分割  

表分析係数＝0．2130、P値＜0．01、質問2とのクロス分析：分割表分析係数＝0．2149、 

P値＜0．01）  

サンプル数  よく納得でき  少し納得でき  どちらともいえ  あまり納得で  まったく納得  無回答     ている  ている  ない  きていない  できていない   

全体  
29．173   7，178   10．380   9，316   1．071   l10   1．118  
100．Ol   24．8ヽ   35．6≠   ユ1．9％   1丁≠   0．4≠   3．8％   

D  よく理解して   513   300   108   67   19   3   16   
P  いる   100．0％   58．5ヽ   21．1％   13．1l   17ヽ   0．6l   3．1％  

のC                   ある程度理解   8．129   2，285   2．2柑   l．22丁   213   20   165   
理の  100．01   37．3！i   ユ6，2％   20．0九   3．5％   0．：王ヽ   2．7％  

解診   3．216   647   1．151   l．210   102   9   97  
度断  100，Ol   20．1㌔   35．8X   37．6ヽ   3．2％   0．3％   3．0％  

（群 質分   1乙805   2．659   4．698   4．305   469   33   441   
間類  100．0ヽ   21．1兄   3丁．3兄   3ヰ．2％   3，7％   0．3％   3．5ヽ  

1に   6，494   1．266   2．168   2．489   26ヰ   45   262   
ヽ一つ  100．0兄   19、5ヽ   33．ヰl   38．3≠   4．1％   0．7％   小池  

い   
218   21   3t；   18   4   0   137   

100，Ol   9．丁！i   16．7≠   8．3％   1．g％   0．血   63．ヰ   

D  よく理解して   456   2了5   88   54   20   2   17   
P  いる   tOO．0％   60．3㌦   1g．3ヽ   1l．8％   4．4％   0．ヰ％   3、丁ヽ  

のC                   ある程度理朋   ヰ，622   1．865   l．607   850   161   1了   122   
理の  100．0％   40．4≠   34．8≠   18．4％   3．5％   0．1ヽ   2．6ヽ  

解包   3，159   6さ5   1，】2D   1，136   99   15   104  
度括  100．0％   2l．7～   35．5％   36．0％   3」ヽ   0、5ヽ   3．3l  
〈の  

12．955   2．797   4，922   4．294   ヰ71   25   446   
貰範   100．0％   21．6h   38．0％   33．1l   ユ．6ち   0．2ヽ   3．4％  

2に   7．772   1，544   2．619   2．953   318   51   28了   

〉つ  100．0！（   19，9～   33．7％   38．0鷺   4．1％   0．7％   3．7，i  

い   
209   12   24   29   2   0   142   

100．0ヽ   5．7㌔   tl．5％   13．9≠   1．0％   0．OX   87．9％   

⑤クリテイカルパスの利用状況との関連  

クリティカルパスの利用状況との関連性をみると、クリティアカルパスの利用状況  

と退院に対する納得度との関係には弱い相関が見られる。  

サンプル敢  よく納得でき  少し納得でき  どちらともいえ  あまり納得で  まったく納得  無回答     ている  ている  ない  きていない  できていない   

全 体  
29．173   7．178   10，380   9，316   l．07l   lIO   1．‖鳩  

100．0％   24．6％   35．6％   31．9l   3．†ヽ   q．■ヽ   3．8％   

ク  よく利用され   6．503   2．208   2．331   l，836   156   14   158   
ている   IOO．0％   34．0％   35．8％   25．2ヽ   乙ヰ％   0．2≠   2．4％  

9，020   2．02丁   3．577   乙836   301   27   252   
臼                   少し利用され                イ  100．0≠   22．5ち   3！l．丁兄   3l．4ヽ   乱3％   0，3l   2，8％  

．、力   6674   1．344   2，295   2．592   231   25   18丁   

質ル   100．0）i   20．1≠   34．4ヽ   38．8l   3．5％   0．1％   2．8％  
間パ  
6ス   3．539   736   1．259   †．21丁   201   15   ＝1   
）の  tOO．0％   20．8≠   35．6ヽ   34．4㌔   5．丁％   0．ヰl   3．1ヽ  

利   2，374   682   6＄7   丁7了   12丁   18   83   
用  100．0％   28．丁ヽ   28．9≠   32．7％   5．31   0．8ヽ   3．5l  

状   
1．063   柑1   231   25g   55   327   
100．0％   17．OX   2l．丁†i   之ヰ．3％   5．2九   l．0ヽ   30．8≠   
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（16）裁量幅が増えるなど診療のやり易さの変化（DPC病院・試行的適用病院の医師のみ回答）   

①全体傾向  
DPC導入に伴う診療のやりやすさの変化については、「どちらともいえない」とい  

う回答が53．9％で最も高く、次いで「少ししにくくなった」（19．8％）、「少ししやすく  

‘なった」（1．2．5％）の順に多い。やりやすくなったと感じている医師は1割強に過ぎな   

いのに対し、3割近くの医師がやりにくくなったと感じている。  

■非常にしやすくなった囲少ししやすくなった 口あまり変わらない  

田少ししにくくなった  陶非常にしにくくなった 召無回答  

ア．年代別  

年代別でみると、40歳代や50歳代で「しやすくなった」という回答割合がやや高   

いが、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．種別  

DPCの導入状況でみると、試行的適用病院で「少ししやすくなった」という回答   

割合がやや高いが、回答傾向に大きな差は見られない。   

ウ．設置主体別  

設置主体別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。   

エ．地域別  

地域別でみると、東北で「少ししやすくなった」という回答割合がやや高いが、回   

答傾向に大きな差は見られない。  

オ．診療科別  

診療科別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  
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サンプル数  非常にしやす  少ししやすく  あまり変わら  少ししにくく  非常にしにくく  無回答     くなった  なった  ない  なった  なった   

医師全体  
6．334   134   了93   3，416   1．252   525   214  
100．0％   乙1％   ほ．5Ii   53，9％   19．8％   8．3父   3，4≠   

20歳代   
953   19   92   541   159   67   75  

100．0％   2．0ヽ   9．循   56．8l   16、7ヽ   7．0父   丁．9l  

30歳代   
2，562   49   296   1．402   524   214   77  

10（）．0％   l．9≠   1t．6！i   54．7％   20．51   8．4l   3．Ol  

年  
1．810   41   257   929   387   1＄8   28  

代  
100．0％   2．3％   14，2％   5l，8l   21．4先   g．3≠   1．5ち  

別  
5g6   17   96   312   112   43   16  

100．01   2．9l   16．1l   52．3％   18．8l   7．2≠   2，7l  

60歳代以上   
101   3   10   59   20   ヰ   5  

100．0ヽ   3．0％   9．9％   58．ヰ＼   19．8％   ヰ．0ヽ   5．0ヽ  

無回答   
3ほ   5   42   173   50   29   t3  

100．0％   1．8％   13．5l   55．4≠   16．Ol   9．3％   4．2％   

3，808   58   396   2，051   
田  

79＄   37了   130  

100．0≠   1．5！i   10．4％   53．9l   20．9l   9．9l   3．4％  

別   
2，526   397   1，365   ヰ56   lヰ8   84  

108．0％   76                3．0弘   15．7％   54．0†i   18．1‡   5．9％   3．8％   

大学病院   
3．784   58   3g5   2．034   792   3丁5   130  

100．0㌔   l．5％   10．ヰ≠   53．8≠   20．9l   9．9％   3．4％  

設  
1，730   13   93   333   73   37   28  

100．Ol   0．8九   5．1ゝ   19．2l   4．2％   乙tl   1．8  
置  
主  

丁了6   28   126   396   162   43   21  

体  
100．0％   3．6％   18．2％   引．0％   20．9l   5．5l   2．丁％  

別  
26   13   5   6   0  

100，0％   3．8ヽ   3－8■   50．0％   19．2ヽ   2：l．t先   0．  

民間病院   
1，171   34   178   640   220   64   35  

100．0％   2．9％   15．2％   54．7％   18．8■   5．5％   3．Ol   

北海道   
425   8  48   224   93   30   22  

100．帆  1．9l  11．3l   52．7Ii   21．8‡   †」ヽ   5．2％  

東北   
423   10   81   211   68   3丁   16  

100．0九   2．ヰ％   19．1％   ヰ9．g曳   16．1l   8．7ち   3．8％  

関東   
891   25   129   502   154   60   21  

100．0九   2．8％   1ヰ．5，i   56．3％   17．3％   6．7l   む硝  

地  
422   13   47   201   96   48   17  

域  
100．Ol   ‡．1ヽ   11．1ち   4丁．6，i   22．丁ヽ   11．4％   ヰ．0％  

別  
1．091   106   618   233   91   32  

100．0％   l．0％   9．7■   56．8％   2l．4％   8．3！i   2．9％  

関西   
1．194   19   131   63丁   255   113   39  

100．0㌔   1．8％   11．0％   5a．ヰ％   2l．4％   9．5！i   3．3％  

中国・四国   
丁44   19   91   414   14丁   55   18  

100．0％   2．6％   12．2㌔   55．8％   19．8％   7，ヰ㌔   2．4％  

九州   
り44   29   160   609   206   91   49  

100．0％   2．5，も   lヰ．0％   53．2％   18．0％   8，0％   l．3   

乙7了5   71   399   1，417   573   243   72  
内科系  100．0％   2．6％   14．4％   5t．1％   20．6l   8．8％   2．6l  

診 療  
2．94ヰ   53   340   1．661   582   241   67  

100．0％   1．8％   11．5％   56．4％   19．8l   8．2％   2．3≠  

科 別  
532   9  47   292   81   34   69  

100．0九  1，7％  8．8l   54．9％   t5．2％   8．4≠   13．0％  

83  7  ヰ6  16  7  6  

無回書  100．0％   l．2ち  8．4％  55．4ゝ  1g．3％  8．4父  7．2％   

95   



②DPCの理解麿との関連  
DPCの理解度との関連性をみると、DPCの診断群分類、包括の範囲の理解度が高   

いほど「少ししやすくなった」という回答割合が高くなる。DPCの理解度と診療のや   

り易さに対する認識との関係は有意であり、相関が見られる。（質問2とのクロス分   

析：分割表分析係数＝0．2076、P値＜0．01）  

サンプル敢  非常にしやす  少ししやすく  あまり変わら  少ししにくく  非常にしにくく  無回答     くなった  なった  ない  なった  なった   

6，334   134   了93   3，416   1，252   525   214  
全 体  100．0％   2．1ヽ   t2．5％   53．9l   t9．8ゝ   8．3兄   3．4‡   

D  よく理解して   39ヰ   31   了4   164   82   32   

P  いる   100．0％   7．9％   t8．8，i   41．6ヽ   20．8％   8．1l   2．8l  

のC                   ある程度理解   3，000   73   45ヰ   l．540   655   231   47   

理の  108．0％   2．4％   15．1％   51．3ヽ   2t．8ヽ   7．7t   1．6l  

解診   7：I2   8   69   431   142   5ヰ   30   

鹿l析  100．0≠   0．8，i   8．4l   58．9～   lg．1I   †」ヽ   4．1l  

〈群 賞分  1．746   20   178   l．013   323   141   71  

問類  100．0％   1．1％   10．2㌔   58．Ol   18．5l   8．1％   ヰ．1  

1に   叫9   4   18   263   49   6ヰ   51   

、ノつ  100．0≠   0．9％   4．0％   58．81   10．9ち   1ヰ．3ヽ   11．4≠  

い   
13   0   0   5   3   4   

100．0％   0．0％   0．0％   38．5％   7．－l   23．1X   30．8   

D  よく理鋸して   368   35   62   162   68   33   8   

P  いる   100．0％   9．5鷺   16．8，i   ヰ4．0㌔   18．5兄   9．0％   2．2）i  

のC                   ある程度理解   2．599   63   430   1．255   596   215   40   

理の  100．0％   2．ヰ％   柑．5％   ヰ8．3％   22．9l   8．3％   l．5Ⅹ  

解包   814   6   82   49ヰ   149   53   30   

鹿括  100．0％   0．7鶉   10．1！i   80．7％   柑．3％   ¢，5％   3．7l  
．、の  

1．978   24   187   り73   ユ68   157   69  

耳範 問囲  100．0％   t．2ヽ   9．5！i   59．3％   18．6ヽ   7．9l   3．5％  

2に   566   8   32   330   69   66   63   

）つ  100．0ヽ   1．1ヽ   5．7≠   58．3l   t2．2％   11．Tl   11．1l  

い   9   0   0   2   

無回答  
2   4   

100．Ol   0．01   0．0兄   22．2ヽ   22．2ヽ   ll．1％   44．ヰ㌔   
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（17）DPC導入による医療連携や地域医療への影響   

①全体傾向   

DPC導入による医療連携や地域医療への影響については、「機関相互の役割分担が明   

確になる」、「医療連携クリティカルパスなどが進む」という回答が28．2‘％と最も多く、   

次いで「患者へのわかりやすい情報提供につながる」（25．0％）、「患者を紹介する頻度が   

増す」（19，8％）、「地域医療全休の質の向上につながる」（17．‘1％）の順に多い。   

医師と看護師を比較すると、「機関相互の役割分担が明確になる」という項目への回答   

割合は医師の方がやや高いものの、「患者へのわかりやすい情報提供につながる」、「地域   

医療全体の質の向上につながる」といった項目への回答割合は看護師の方が非常に高い。   

全体的に看護師の方が高く評価しており、職制との関係は有意であり、医師と看護師の   

間で差が見られる。（分割表分析係数＝0．2237、P値＜0．01）  

患者へのわか  

サンプル敷  患者を紹介す る頻度が増す  機関相互の役 割分担が明確 になる  医療連携クリ テイカルパス などが進む  地域医療全体 の貫の向上に つながる   りやすい情報 提供につなが  
る   

全 体  
29，173   5．785   8．235   8．223   5，079   7．296   2．535  

100．0％   19．8％   28．2％   28．2！i   17．4，i   25．0！i   臥7   

6，855   1，428   2．212   1．75了   580   780   1．170  
医師  

100．0≠   20．8％   32．3％   25．6％   8．5l   1l．4ヽ   一丁．1  

聴  
看護廊   

21，600   4．220   5．856   6J298   ヰ．391   6．387   1．316   

別  
100．0％   19＿5兄  27．1，i   29．2％   20．3％   2g．5≠   6．1  

無回答   
718   137   167   168   108   149   49  

100．0ヽ   †9．1％   23．3％   23．ヰl   15．0％   20．8ヽ   6．8   
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②医師の傾向  

ア．年代別  

年代別でみると、50歳代で「機関相互の役割分担が明確になる」という回答割合  

がやや高いが、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．種別  

DPCの導入状況でみると、調査協力病院で各項目への回答割合が高いのが特徴的   

である。   

ウ．設置主体別  

設置主体別でみると、公的病院で各項目への回答割合が高いのが特徴的である。  

エ．地域別  

地域別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．診療科別  

診療科別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  
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患者を紹介す  
練関相互の役 割分担が明確  

サンプル数   る頻度が増す    に   
なる   

る   

医師全体  
＄，855   1，428   2，212   1．757   580   780   1．170  

108．Ol   20．8％   32，3％   25．6％   8．5！i   11．4％   lT．l   

20歳代   
1、020   213   308   278   96   107   139  

100．0％   20．9％   30．2l   27．3ヽ   9．ヰ％   10．5％   13，61  

30歳代   
2，720   532   7了6   670   201   261   510  

100．0％   19．8％   28．5％   2ヰ．6≠   7．4l   9．6％   18．81  

年  
1．98了   402   712   490   161   245   369  

齢  
100．0％   20．2％   35．8≠   2ヰ．7％   8．11   12．3％   18．6％  

別  
678   185   271   195   85   93  

100．0％   27，3弘   40．0％   28．8％   12．5兄   18，ヰI   13．7≠  

60歳代以上   
118   36   61   46   19   29   10  

t【10．0％   30．5％   5l．7Ii   39．0％   16，l％   2ヰ．6l   8．5ヽ  

無回答   
332   80   84   78   18   27   49  

tOO．Ol   18．1≠   25．3≠   之3．5l   5．ヰ％   8．1l   14．8ヽ   

DPC病院   
3．808   757   l．140  873   285   369   71ヰ  

100．0！i   19．9鷺   29．9l   22．9％   丁．5％   9．7％   18．8l  

種 別                                   試行的適用病院   
2，526   527   832   687   235   327   398  

100．0％   20．9％   32．9，i   27．2！i   9．3≠   12．9％   15．8l  

調査協力病院   
521   14ヰ   240   197   60   84   58  

100．0％   27．6％   46．1％   37．8％   11．5X   16．1％   1l．1≠   

大学病院   
3，78ヰ   755   1，13ヰ   866   282   367   708  

100．0％   20，0％   30．Ol   22．9l   7，5l   9．7？i   18．7ヽ  

設  
611   144   2D4   163   54   70   95  

100．0％   23．6％   33．ヰ％   26．7％   8．8≠   1l．5≠   15．5l  
置  
圭  

77了   149   251   211   68   93   128  

体  
10（】．0鷺   19．之ち   32．3％   27．2㌔   8．8％   1乙0ヽ   18，5％  

別  
253   79   117   80   17   25   36  

100．0％   31．2！i   46．2！i   31．6≠   6．丁≠   9，9％   14．2！i  

民間病院   
1．430   301   506   43了   159   225   203  

100．Ol   21．0％   a5．4％   30．6％   11．1≠   15，7蒐   14，之％   

北海道   
454   108   153   10ti   37   59   71  

100．0～   23．8％   33．7≠   23．3†i   8．1I   13．0％   15．61  

東北   
423   89   142   122   23   46   丁9  

100．0％   2l．0％   33．即i   28．8l   5．4）i   10．9％   18．7％  

関東   
972   194   299   242   92   141   196  

100．0％   20．0％   30．81   24．9％   9．5，i   川．5！i   2（I．2％  

422   51   122   28   59   70  
地  

域  
100．0％   12－1％   26．3も   28．g％   6．6％   14．0％   16．6％  

別  
1，234   2ヰ8   404   308   117   139   218  

100．Ol   lg．9％   32．7！i   25．0％   臥5％   11．3！l   17．7l  

関西   
l．325   258   412   332   121   153   236  

100．0！i   19，5l   31．1％   25．1％   9．t％   11．5九   1†．8＼  

中国・四国   
771   184   24g   194   53   61   125  

100．0！i   23．9％   32．3％   25．21   6．9ヽ   了．9ヽ   16．2％  

九州   
1，25ヰ   298   442   331   109   122   175  

100．0％   23．8％   35．2！i   26．4兄   8．7％   8．7％   14．0？i   

2，979   839   922   7t；8   2：i9   294   558  

内科系  100．0≠   21．5％   30，9％   25．8ヽ   臥0≠   9．9％   18．丁％  

3、201   645   1．088   809   277   405   519  

診 療  100．0≠   20．1％   3ヰ．0％   25．3％   8．7％   12．7％   16．2％  

科 別  
583   120   178   159   59   75   83  

t（）0．0％   20．6％   30．5％   27．3ち   10．1％   12．9％   14．2％  

92   24   24   21   5  6  10  

無回答  100．0％   2t；．1％   26．1％   22．8％   5．ヰ％  6．5％  10．9％   
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③看護師の績向  

ア．年代別   

年代別でみると、年代があがるほど「患者を紹介する頻度が増す」、「機関相互の役   

割分担が明確になる」といった項目で回答割合が高くなるが、回答傾向に大きな差は   

見られない。  

イ．種別  

DI｝Cの導入状況でみると、調査協力病院で各項目への回答割合がやや高いが、回   

答傾向に大きな差は見られない。  

ウ．設置主体別  

設置主体別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．地域別  

地域別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．診療科別  

診療科別でみると、回答候向に大きな差は見られない。  
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患者を紹介す  機関相互の役 割分担が明確  

サンプル数   る頻度が増す    になる   
看護師全体  

21．600   4．220   5，856   6，之98   4．391   6，367   1．3†6  

100．Ol   19．5％   27．1％   2！l，2％   20，3％   29．5，i   6．‖i   

20歳末溝   
2   0   0   0   0  

100．0嵐   0．D％   0．0％   50．0嵐   0．0％   50．OIi   0．0％  

20歳代   
12．237   1．904   2．78l   3，528   2．498   3．619   775  

100，0乳   15．6％   22．丁％   28．8％   20．4l   2∈l．8％   8，3％  

30歳代   
5．228   1．104   1．559   1，518   l，027   1．505   349  

年  
100．0≠   2t．1％   29．8％   29．0％   19．6l   28．8l   6．7‡  

齢  
2．573   丁50   956   807   528   76l   †35   

別  
100．0％   29．1l   37．2％   3l．4l   20．5l   29，6l   5．2  

50歳代   
1．076   362   4ヰ8   326   253   366   33  
100．0％   33．6乳   41．6％   30，3㌔   23．5！i   34．0ち   3．1！i  

60歳代以上   
22   8   9   7   8   8   0  

100．0％   36．■兄   40．9I   3l．8％   36．4％   36．4l   0．0％  

無回答   
482   92   103   7丁   10丁   24  

100．0％   19．9ち   22．31   24．0％   16．7％   23．2l   5．2，i   

DPC病院   
8，490   1，507   2．268   2．395   1．512   2，464   593  
100．0％   17．8％   28，7㌔   28．2％   17．8l   2⊆l．0％   7．0！i  

種                                   試行的連用病院   
10．390   2，193   2．丁90   3．026   2．218   2，984   577   

別  100．0％   21．1％   2¢．8l   2！I．1l   21．3l   28．7％   5．6％  

調査協力病院   
2．720   520   798   8丁7   661   919   146  
100．0兄   18．1％   29．3％   32．2≠   24．3l   33．8X   5．4％   

大学病院   
8．432   1，494   2，之38   2．369   1．503   2．448   592  
100．0≠   17．7％   26．5％   28．1兄   17．8％   2⊆l．01   7．0！i  

設  
2，016   452   603   568   433   592   129  

正  
1DO．0％   22．4％   2⊆l．9l   28．2％   21．5九   29．4％   6，4l  

主  
3，182   丁ヰ9   900   996   658   872   162   

体  
tOO．0％   23．5％   28．3鶏   31．3％   20．7‡   27．4鶏   5．1％  

別                  公的病院   
l．062   234   35l   351   251   326   57  
tOO．0％   22．0兄   33．1％   33．1％   23．6％   30．7Ii   5．4％  

民間病院   
6．908   l，291   1．764   2．01ヰ   1．546   2．129   376  
100．0％   18．7兄   25，5ち   29．2ち   22．4％   30．8％   5．4％   

北海道   
1．654   800   4tS6   449   268   412   107  
100．0％   18．t％   28．2％   27．1≠   16．2l   24．9％   6．5！i  

東北   
1．742   35l   45ヰ   ヰ00   323   463   9g  
100．0％   20．1鶏   26．1％   23．0％   18．5％   26．6I   5．7！i  

関東   
3，385   56！I   798   964   丁47   1．131   18丁  

100．8％   16．8ゝ   23．8％   28．5％   22．1％   38．4％   5．5，i  

地  
1．811   244   391   489   254   509   118  

域  
100．0ち   15．1≠   24．3％   30．4％   15．8％   31．8l   7．3，i  

別  
3，529   673   936   1，061   74ヰ   1．037   238  

tOO，○‡   lg．用   2¢．5ヾ   30．1ち   2l．1％   29．4％   6．7！i  

関西   
3．795   706   1，036   1．112   786   1．161   251  

100．Ol   18．6％   27．3％   29．3ち   20．丁％   30．8％   6．6！i  

中国・四国   
乙3gl   564   691   685   492   635   119  

100．0％   23．6％   28．9％   28．6l   20．6l   26．6％   5．0≠  

九州   
3．493   813   1．084   1，138   丁77   1．019   197  

100．0！i   2ユ．3≠   ：＝．0％   32．6％   22．2～   2！I．2％   5．6ヽ   

内科系   
7．457   1，496   1，992  2．034   1．590   2，t13   43g  

100．0㌦   20．1％   26．7，i   27．3l   2l．3l   28．3％   5．9≠  

診 療  
8，978   1．813   2，483   2．852   1，734   2．682   553  
1DO．0％   20．21i   27．了％   3l．8兄   t9．3九   29．9ち   6．21  

科  
別  

ヰ，497   丁91   1．220   1．228   930   1．ユ95   297  

IOO．0％   17．6％   27．1％   2丁．3％   20．7，i   3l．0父   6，6％  

無回答   
668   120   16l   184   137   177   27  

lDO．0％   18．0％   24．1％   27．5％   20．5，i   26，5l   ヰ．0％   
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④DPCの理解度との関連  

DPCの理解度との関連性をみると、DpCの診断群分類、包括の範囲の理解度が高  

いほど「患者を紹介する頻度が増す」、「機関相互の役割分担が明確になる」という回  

答割合が高くなるが、回答傾向に大きな差は見られない。  

患者を紹介する  
サンプル敢   頻度が増す   

る   どが進む   がる   につながる   

全体  
2軋1丁3   5．785   8．235   8．223   5，079   7．296   乙535  

100．0）i   】9．8≠   28．2ヽ   28．2％   17．41   25．Dl   8．7！i   

D  よく理解している   
513   155   211   152   95   105   63   

P  100．Ol   30．2％   42．3■   2g．8～   t8．5ヽ   20．5l   12．31  

6．129   l，534   2．321   l．9之1   1，017   1．3gさ   619   

のC                  ある程度理解し                理の  100．D鶏   25．0！i   37．gl   ユ1．3％   18．6兄   22．7l   10．1≠  

解診   3．216   
虔断  い   

87∂   947   1，002   847   878   之1l  

100．qヽ   20．9l   2！l．ヰヽ   31．2ゝ   20．11   27．3■   6．¢  

（群 賞分   12．605   2．ヰ67   3．468   3．6丁3   2．350   3，386   875   

あまり理解 100．0％   19．6％   27．5■   29．1ち   18，81   26．8l   6，9ヽ  

1に   8．ヰ94   945   t．25丁   l，4ヰ8   g59   t．516   739   

＼一つ  10¢．0≠   14．6％   t9．4書   之乙3％   14．8％   23．3l   11．4  

い   
216   25   27   18   8  

100．0％   5．1ヽ   1l．6l   1乙5ヽ   5．1ヽ   8．3％   3．7～   

D  よく理解している   
456   132   柑3   119   68   82   65   

100．0ゝ   28．9≠   ■0．1ヽ   26．1，i   14．9≠   18．¢％   14．3  

のC                  ある程度理解し   4．622   l，188   1．801   1．■ヰ0   丁37   974   522   

理の  100．帆   25．71   39，0ヽ   31．2！i   15．9ヽ   ヱl．1■   11．3≠  

解包   
度括  い   

3．159   690   980   992   5！15   866   ヱ34  

（の  
100－0！i   2l．8≠   ユl．（鵬   ユ1．4％   18．8≠   27．ヰ～   7．4ヽ  

貫範   12，g55   2．60！I   3．711   3．gO4   2．ヰ84   3．524   8t7   

開田  1∝l．OX   20．t＼   28．梢   30．1ゝ   】9．2   27．2l   6．3ヽ  

2に   丁．172   t，155   1，537   1．丁ヰ9   1．1Tg   1．829   895   

、＿′つ  100．Ol   1ヰ．9ヽ   1乱8l   2乙5I   15．2≠   23．5l   11．5ヽ  

い   
209   2き   19   16   21   2   

100．Ol   5．3ヽ   1t，Ol   9．11   丁．丁，l   10．Dl   1．0，i   

⑤DPC導入後の医療内容の変化との関連  

DPC導入後の医療内容の変化に対する認識との関連性をみると、変化を感じている   

職員ほど、各項目への回答割合が高くなっている。DPC導入後の医療内容の変化に対   

する認識と、DPC導入による医療連携や地域医療への影響に対する認識との間には、  

弱い相関が見られる。  

患者を紹介する  
サンプル数    頻度が増す   

どが進む   がる   につながる   

全 体  
29．173  5．丁85   8．235   8．之23   5．079   丁．2！〉6   之．535  

00．0％   19．8Ii   28．2ヽ   28．2％   1丁．4l   25．0％   8．7l   

D  大きく変化した   822  294   347   之89   】丁9   208   5⊆l   

lOD．0％  35．8！i   42．2l   35．2l   2l．8ち   25．3l   7．2㌔  

C  
少し変化した   

5．710  l．635   2．116   2．0ヰ6   l，038   t．553   358   

00．Ol   28．6l   37．1～   35．肌   18．2）i   27．2l   6．3  

化更   ．038   1．82l   

ち 
2．825   3．158   2．232   3．184   750  

仙Ol   17．4l   25．8％   28．6％   20．2％   28．8ち   6．8＼  

丁．930  l．487   2．284   2．874   1．235   1．78丁   794  

100．0％  柑．8！i   28．8   26．2ヽ   15．6l   22．5l   10．  

亭蔓 ）内  2．029  277   385   ユ47   198   294   462   
容  100．0ゝ   13．丁ち   t9．肌   1丁．1㌔   9．8ヽ   1ヰ．5ゝ   22．8鶉  

の   
1．644  17l   278   809   197   270   112   
100．Ol  10．4鴇   用．9～   18．8ヽ   t2．8ヽ   16．ヰl   6．6l   
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（柑）入院診療でかかる費用についての説明の有無   

①全体傾向   

入院診療費用の説明については、「はい（説明している）」という回答割合はわずか5．4ウも   

しかない。半数以上が「いいえ（説明していない）」と回答しており、費用についての説   

明ははとんど行われていないことがうかがわれる（，   

医師と看護師を比較すると、医師の場合は「はい（している）」という回答割合が高く、   

職制との間では弱い相関が見られる。  

0％  20％  40％  60％  

■はい出いいえ口尋ねられなかった臼無回答  

サンプル敬   はい   いいえ   
尋ねられなかっ  た  無回答   

全 体  
29．1了3   1，573   16，666   9．344   1．590  

100．0％   5．4≠   5丁．1％   32．0％   5．5％   

医師   
6，855   780   3．973   1．937   165  

職  
100．0％   11．4％   58．0％   28．3，i   2．4％  

性  
21．600   754   12．361   7，233   1，252  

別  
100．0％   3．5％   57．2％   33．5％   5．8％  

無回答   
718   39   332   174   173  

100．0％   5．4％   46．2％   24．2％   2ヰ．1％   
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②医師の傾向  

ア．年代別  

年代別でみると、年代があがるほど「はい（説明している）」という回答割合が高  

くなっている。  

イ．種別  

DPCの導入状況でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

ウ．設置主体別  

設置主体別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．地域別  

地域別でみると、中国・四国で「はい（説明している」という回答割合がやや低い  

が、回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．診療科別  

診療科別でみると、外科系の方が「はい（説明している」という回答割合がやや高  

いが、回答傾向に大きな差は見られない。  
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サンプル数   はい   
いいえ  尋ねられなかっ  た  無回答   

医師全体  
6．855   780   3．973   1．937   165  

100．0％   11．ヰ％   58．0％   28．3％   2．4％   

20歳代   
1．020   45   6叫   297   34  

100．0，i   ヰ．4％   63．1％   29－1％   3，3％  

30歳代   
2，720   258   1，609   791   62  

100．0，i   9．5！i   5g．2％   29．1％   2．3  

年  
1．987   282   1，135   5ヰ0   30  

代  
100．0％   14．2≠   57．1％   27．2，l   1．5％  

別  
678   138   840   186   14  

1DO．0％   20．4l   50．1乳   2丁．4％   2．1％  

60歳代以上   
118   27   59   23   9  

100．0乳   22．9㌔   50．0％   19．5≠   7．6％  

無回答   
332   30   186   100   16  

100．0％   9．0％   58，0％   30．¶i   4．8％   

DPC病院   
3，808   3g7   2．244   1，069   98  

100．0％   10．4l   58．9％   28．1％   2．8l  

種                           試行的適用病院   
2．526   332   1．403   737   54   

別  100．0％   13．1ヽ   55．5！i   2g．2父   2．1％  

調査協力病院   
521   51   326   131   13  

100，0％   9．8ヽ   62．6％   25．1ウi   2．5％   

大学病院   
3．丁84   393   2．236   1，057   98  

●● ●・・   10．4％   S9．1％   27．9％   2．6％  

設  
611   ¢8   358   167   18  

置  
100．0％   11，1％   58．6％   27．3％   2．9％  

主  
7了7   10了   432   222   16  

体  
100．0％   13．8Ii   55．6％   28．6％   2．1％  

別  
253   30   15丁   59   7  

100．0％   11．9％   62．1％   23．3，i   2．8％  

民間病院   
1．ヰ30   182   丁90   432   28  

100．0％   12．7％   55．2％   30．2，i   1，8％   

北海道   
454   61   252   127   14  

100．0，i   13．ヰ％   55．5％   28．0％   3．1％  

東北   
423   53   245   114   

10（），0？i   12．5％   5丁，9％   2丁．0％   2．8％  

関東   
9丁2   126   555   271   20  

100．0，i   13．0嵐   5丁．1％   2丁．9％   2．1％  

地  
422   51   226   13ヰ   

域  
100．0，i   ほ．1％   53．6％   31．8％   2．6％  

別  
1，234   144   708   356   26  

100．D％   11．7兄   5丁．4兄   28．肌   2，1  

関西   
1．325   146   丁63   390   28  

100．0％   11．0兄   5丁，6％   2臥4％   2．0％  

中国・四国   
771   56   47ヰ   2之3   18  

100．0％   7．3ち   61．5％   28．9％   2．3％  

九州   
1．254   143   750   322   39  

100．0％   1l．ヰl   5g．8！i   25．7，i   3．1ち   

内科系   
2．979   262   1．775   888   54  

100．0％   8．8％   59．6％   29．8％   1．8％  

診 療  
3．201   462   1，820   857   62  

100．0払   14．4％   56．9％   26．8％   1．g％  

科  
その他   

583   44   328   168   ヰ3   

100．0％   7．5％   56．3％   28．8兄   7．4％  

無回答   
92   12   50   24   6  

100．0％   13．0％   5ヰ．3％   26，1，i   6．5   
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③看護師の傾向  

ア．年代別  

年代別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．種別  

DPCの導入状況でみると、回答傾向に大きな差は見られない。   

ウ．設置主体別  

設置主体別でみると、回答候向に大きな差は見られない。  

エ．地域別  

地域別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．診療科別  

診療科別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  
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サンプル数   はい   
いいえ  尋ねられなかっ  た  無回答   

看護師全体  
21，600   754   12．3引   7，233   1．252  

100．0％   3．5％   57．2％   33．5％   5．8％   

20歳末満   
2   0   0  

100．0％   0．0！i   50．0％   50．0，i   0．0％  

20歳代   
12，237   334   7．099   4，252   552  

100．0％   2．7％   58．0％   34．了％   4．5％  

30歳代   
5，228   190   2，993   1．了50   295  

年  
100．0％   3．6％   57．2，ふ   33．5％   5．6％  

代  
2．573   134   1．437   785   217  

別  
100．0‰   5．2％   55．8％   30．5％   8．4，i  

50歳代   
1．076   82   573   287   134  

100．0％   7．6％   53．3％   28．7％   12．5％  

60歳代以上   
22   9   9   3  

100．0％   4．5†i   40．9，i   40．g％   13．6，i  

無回答   
462   13   249   149   51  

100．0％   2．8％   53．9％   32．3％   11．0，i   

DPC病院   
8，490   252   4，853   2，902   483  

100．0％   3．0†i   5丁．2％   34．2％   5．丁，i  

種                           試ノ‾的適用病院   
10，390   426   5．838   3．ヰ79   647   

別   100．0％   4．1％   56．2％   33．5，i   6．2％  

調査協力病院   
2．720   76   1．670   852   122  

100．0％   2．8％   61．4％   31．3％   4．5，i   

大学病院   
8．432   249   4，820   2，881   482  

100．0％   3．0％   5丁，2％   34．2％   5．7％  

設  
2，018   75   1．180   655   106  

置  
100．0％   3．7％   58．5％   82．5％   5．3％  

主  
3．182   129   1．815   1，075   163  

体  
100．0％   ヰ．1％   57．0％   33．8％   5．1％  

別  
1．062   23   628   362   49  

100．0％   2．2％   59．1％   34．1％   4．6％  

民間病院   
6．908   278   3，918   2．260   452  

100．0％   4．0％   56．丁％   32．7％   6．5％   

北海道   
1，654   ヰ6   954   561   93  

100．D≠   2．8％   57．7％   33、9，i   5．6％  

東北   
1．742   89   919   570   184  

100，0％   5，1ヽ   52．8％   32．丁％   9，4  

関東   
3．385   131   1，884   1，165   205  

100．0％   3．9％   55．7％   34，4％   6．1ヽ  

地  
1．611   65   904   587   丁5  

域  
100．0％   4．0％   56．1％   35．2，i   ヰ．7，i  

別  
3，529   9丁   2，088   1．152   192  

100．0％   2．7†i   59．2！i   32．6％   5．4％．  

関西   
3，795   114   2，202   1．289   190  

100．0％   3．0％   58．0％   34．0％   5．0，i  

中国・四国   
2，391   了9   1．374   798   140  

100．0％   3．3％   5丁．5％   33．4％   5．9％  

九州   
3，493   133   2，036   1，131   193  

100．0％   3．8，i   58．3，i   32．4ヽ   5．5，i   

内科系   
7，457   170   4，390   2，512   385  

100．0％   2．3％   58．9％   33．7％   5，2％  

診 療  
8．9丁8   303   5，137   3．043   495  

100．0％   3．4！i   57．2，i   33．9％   5．5％  

科  
その他   

4，497   250   2．454   l．484   309   

100．0％   5．6％   54．6％   33，0％   6．9％  

無回答   
668   31   380   194   63  

100．0％   4．6！i   56．9％   29．0≠   9．4，i   
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④DPCの理解度との関連  
DPCの理解度との関連性をみると、DPCの診断群分類、包括の範囲の理解度が高   

い職員では「はい（説明している）」という回答割合が高い。DPCの理解度と退院に   

対する入院診療費用の説明の状況との関係は有意であり、相関が見られる。（質問2  
とのクロス分析：分割表分析係数＝0．2059、P値＜0．01）  

サンプル数   はい   いいえ   
尋ねられな かった  無回答   

全 体  
29．173   1，573   16，666   9．344   l，590  

100．0％   5．4l   57．用   3乙0％   5．5％   

D  よく理解して   513   141   227   128   lT   

P  いる   100．0％   27，5X   lヰ．2％   25．01   3．3l  

のC               ある程度理廟   6．129   680   3，341   1，8丁6   232   

理の  100．0‡   11．1兄   5l．5ヽ   30．6％   3．8％  

解診   3，216   152   1．748   1，16ヰ   152   
度断  ない   100．0％   4．7％   5ヰ．4も   36．2鴇   4．丁  

（群 井分  12．605   465   7，395   4－078   667  

間頬  100．0％   3．7≠   58．7≠   32．4％   5．3％  

1に  8，494   130   3877   之050   380   

、ノつ  lm．0乳   2．0ヽ   59．7l   31．6％   5．9  

い   
216   2   ヰ8   30   1ヰt   

100．0％   0．9％   19．9ヽ   13．9％   65．3％   

D  よく理解して   456   t24   199   1t9   1ヰ   

P  いる   100．0㌦   27．2l   43．61   28．1l   3．1，i  

のC               ある程度理飼   4，622   61ヰ   2，445   l．396   167   

理の  100．0ヽ   13．8％   52．9l   30．2％   3．6％  

解包   3，159   184   1，703   l．100   172   
鹿括  ない   100．0！i   5．8％   53．9％   34．8％   5．41  
．－、の  

12，955   502   7，578   4．204   67l  

質範 間囲  100．0！i   3．9l   58．5％   32．5％   5．2％  

2に  7，772   147   ヰ．706   2，493   426   

、一つ  100．0，i   1．9％   60．6％   32．一九   5．5％  

い   
209   2   35   32   t40   

100．0！i   l．0≠   16．7％   15．3鶉   67．0％   

⑤クリテイカルバスの利用状況との関連  

クリティカルパスの利用状況との関連性をみると、クリティカルパスの利用状況と  

入院診療費用の説明の状況との関係には弱い相関が見られる。  

サンプル敢   はい   いいえ  尋ねられな かった  ホ回答   

全 体  
29，1丁3   1，5丁3   16，666   9．34ヰ   l．590  

100．0！i   5．4！i   57．1ヽ   32．0ヽ   5．5％   

ク  よく利用され   6．503   572   3．485   2．155   29†   

リ  tOO．0，i   8．8％   53．6ヽ   33．1％   ヰ．5  

臼   9，020   425   5，331   2，896   368   

イ  100．Ol   4．7％   59．1≠   32．1％   4．1  

（力   6．6丁4   263   3，889   2．22l   301  
賞ル  ない   100．0％   3．9％   58．3％   33，3％   4．5  

問パ 6ス   3，539   164   2．tヰ4   1．075   t56   

、ノの  100．0％   4．6％   60．6％   30．4％   4．4  

制   2．374   †22   1，386   750   t16   
用  100．0，i   5．1≠   58．ヰ％   31．6％   4．9  

状   
1，063   27   431   247   358   

況  100．0％   2．5％   40．5％   23．2％   33．7   
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2．患者満足度調査  

2－1．サンプル敬および回答者の属性  

（1）サンプル数   

22，641サンプル（配布数35，968、回収率62．9（払）   

（2）回答者の属性  

人数   構成比   

総数  22．641   100．0％   

男性   11．622   51．3％  

性別  女性   10，553   46．6％  
無回答   466   2．1％   

20歳未満   1．708   7．5％  

20歳代   1．289   5．7％  

30歳代   1，869   8．3％  

40歳代   1．790   7．9％  

年齢  50歳代   3，689   16．3％  

60歳代   4，885   21．6％  

70歳代   4，856   21．4％  

80歳代以上   1．862   8．2％  

無回答   693   3．1％   

北海道   1．682   7．4％  

東北   1，830   8．1％  

東京   3，893   17．2％  

＝室＝＝   1，844   8．1％  
地域  

中部   3，743   16．5％  

関西   3，846   17．0％  

中国・四国   2，569   11．3％  

九州   3．234   14．3％   

DPC病院   6．791   30．0％  

種別  試行的適用病院   11，932   52．7％  

調査協力病院   3，918   17．3％   

初めて   10．875   4軋0％  

2回目   4．858   21．5％  

入院回数                3回目以上   6，307   2  

無回答   601   2．7％   

自宅療養   19，515   88．2％  

他病院への転院   
退院後の予定  

1．063   4．7％  

824   3．6％  

無回答   1239   5．5％   
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2－2．調査結果   

（り入院前の説明に対する納得度   

①全体傾向   

入院前の説明については、「よく納得できた」という回答が8】．．7％と非常に多く、「少   

し納得できた」（11．3％）という回答とあわせ、9割以上の患者が納得していると回答し   

ており、高い評価が得られている。  

■よく納得できた  田少し納得できた  □どちらともいえない  

田あまり納得できなかった 団まったく納得できなかった日無回答  

②鱒性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別   

年代別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

ウ．種別  

DPCの導入状況でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．設置主体別   

設置主体別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．地域別   

地域別でみると、東北で「よく納得できた」という回答割合がやや低く、「少し納得   

できた」という回答割合が高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られない。  

九退院後の予定  

退院後の予定との関連性をみると、他の病院への転院で「よく納得できた」という   

回答割合がやや低く、「少し納得できた」という回答割合が高くなっているが、回答傾   

向に大きな差は見られない。  
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サンプル数  よく納得でき  少し納得でき  どちらともいえ  あまり納得で  まったく納得  無回答     た  た  ない  きなかった  できなかった   

全 体  
22．6ヰl   18，487   2．552   573   314   59   656  

†00．0！i   81，7‡   †l．3％   乙5％   1．4％   0．3％   2．9％   

男性   
11．622   9．545   1．328   311   182   33   223  

100．D％   82．11   11．4≠   2．7！i   1．8％   0．3ヽ   1．9％  

性                                   女性．   10，553   8．70∈l   1．179   253   125   25   2一事2   

100．0％   82．51   11．2l   2．1九   1．2㌔   0．2，i   2．5％  

無回答   
466   233   45   9   7   17l  

100．0％   50．0％   9．7％   1．9ヽ   1．5l   0．2l   36．7％   

10歳未満   
1．332   1．116   169   26   18   2   

100．0，i   83．8≠   12、7≠   2．0％   1．ヰ鶉   0．2％   0．1％  

川歳代   
376   30†   49   20   2   3  

100．0％   80．川   13．0％   5．8％   0．5l   0．3％   0．8％  

20歳代   1，289   1．034   170   56   17   2   10  
100．0ヽ   80＿2X   13．2≠   4．3X   l．3％   0．2％   0．8％  

30歳代   
1．86∈l   1，547   221   58   25   9   9  

100．0％   82．8ヽ   1l．8ヽ   3．1％   l．3兄   0．S≠   0．5！i  

40鼓代   
1．7別）   1．439   224   55   33   9   30  

100．0％   80．4㌔   12．5≠   3、tヽ   】．8X   0．5≠   1．了㌔  

年  
3，689   2．g95   449   104   65   5   Tl   

代  
＝）0．0†i   8t．2ヽ   12．2Ii   2．8l   1．8％   0．1ウi   1．9％  

別                  60歳代   

4．885   ヰ，07l   5ヰ4   9（i   54   109  
tOO．0％   83．3l   11．I％   2．0書   1．】％   仇2％   2．2％  

70歳代   
4．856   4．050   482   94   56   13   161  

100．0％   83．4㌔   9．9％   1．9ヽ   1．2％   0．3＼   3．3％  

拍歳代   
1，653   1．381   149   38   24   3   58  

】00．0％   83．5！i   9．0％   2．3≠   1．5％   0．2l   3．5％  

90歳代   
202   183   20   5   2   0   12  

100．0篤   80．丁≠   鋸兆   2．5％   1．0～   0．0％   5．9，i  

100歳以上   
7   5   0   0   0   

100．0％   7l．4≠   0．01   14．3ヽ   0、0ヽ   0．0％   1t3％  

無回答．   
69ユ   385   75   20   18   4   19l  

10仇0％   55．8ゝ   1m8％   2．9％   2．6鶏   0．6l   27．6％   

DPC病院   
6．791   5．574   788   t4丁   96   20   166  

100．0％   82．1㌔   11．6≠   2．2％   1．1ヽ   0．3≠   2．4％  

種                                   試行的適用病院   
‖．932   9．707   1，342   336   169   29   349   

100．0，i   81．4l   11．2l   2．8！i   1．4㌔   0．21i   2．9％  

調査協力病院   
3．918   3，206   422   90   49   tO   141  

tOO．Ol   8l．8l   10．8％   2．3≠   1．3l   0．3ヽ   3．8％   

大学病院   
6．465   5，278   770   142   92   20   163  

100．0≠   81．6，i   11．9％   2．2％   1．ヰ≠   0．3％   2．5！i  

設                                   国立病院   
2，547   2．13了   27l   42   29   4   64   

置  
100．0％   83．g％   10．6≠   1．6ヽ   l．1鴬   0．2％   2．5％  

主                  社会保険病院   
4．457   3，542   542   166   67   16   124   

体  
100．0％   丁9．5！i   12．2％   3．丁％   l、5ヽ   0．4％   2．8，i  

別                  公的病院   
1．929   1．573   215   40   29   了   65  

100．0％   8l．5兄   11．1％   2．1％   l．5！i   0．ヰヽ   3．4％  

民間病院   
7．243   5．957   了54   183   97   12   240  

100．0％   82．2l   10．4‡   2．5兄   1．3笈   0★2ヽ   3．3％   

北海道   
1，682   1．383   178   4丁   川   3   57  

100．0，i   82．2ヽ   tO．6I   2．8ヽ   0．8％   0．2ヽ   3．ヰ％  

東北   
1．830   1，398   272   96   

100．0％   丁6．4ゝ   14．9l   5．2ヽ   l．1％   0．2l   2．2％  

i∃三＝   

3，893   3．200   404   97   61   12   119  

100．0％   82．2≠   10．ヰl   2．5≠   1．6ヽ   0．3％   3．1％  

地  
1．糾ヰ   l．537   194   38   30   6   3g   

域  
100．D％   83．4ヽ   10．5≠   2．1九   1、6ヽ   0．3！i   2．1％  

別                  中部   
3．743   3．043   453   87   48   6   106  

100．0％   8l．3ヽ   12．1l   2．3％   l、3ヽ   0．2鶉   2．8％  

関西   
3670   3．川3   436   95   56   1（I5  

100．0％   85．もー   1l．91   2．8％   1．5ヽ   0．3％   2．91（  

中国・四国   
2，569   2．085   288   ヰ7   38   5   106  

100．0≠   81．2兄   11．2≠   1．8ヽ   l．5ヽ   0．2％   tlヽ  

九州   
3．234   2．6g8   327   66   12   84  

100．0†i   83．4％   10．1九   2，q％   47                t．5ヽ   0．ヰ％   2．6≠   

退  
1乳515   16．203   2．157   468   260   ヰ7   380  

100．0≠   83．0％   11．1≠   2．4％   l．3ち   0．2％   l．9ヽ  

院   
l．063   822   141   34   22   5   

100．0ヽ   TT．3％   13．31   3．2％   2．1ヽ   0、5ヽ   3．TIi  

の                  その他   
824   661   112   26   10   2   13   

100．0！i   80．2ゝ   13．6％   3．2％   1．2ち   0．2％   1．6％  

定                  無回答   
1．239   801   142   45   22   5   224  

100．0？i   64．6％   1l．5％   3．6，i   1．8㌔   0．4≠   18，l％   
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（2）入院前の費用に関する説明の有無   

①全体傾向  

入院前の費用に関する説明に  

ついてiま、「はい（あった）」と  

いう回答は25，2（施しかなく、  

「いいえ（なかった）」という回  

答割合が70．6％と非常に高い。  

入院前の費用に関する説明は十  

分に行われていないことがうか  

がわれる。   

②属性によるクロス分析  

ア．性別   

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別   

年代別でみると、20歳代と90歳代で「はい（あった）」という回答割合がやや高い   

が、その他の年代では大きな差は見られない。  

ウ．種別   

DPCの導入状況でみると、試行的適用病院で「はい（あった）」という回答割合が   

やや高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．設置主体別   

設置主体別でみると、社会保険病院や民間病院で「はい（あった）」という回答割合   

がやや高いのに対し、国立病院および公的病院はやや低く、設置主体による傾向の違   

いが見られる。  

オ．地域別  

地域別でみると、「はい（あった）」という回答割合は、東京や東北でやや高いのに   

対し、中国・四国、中部、北海道、関西ではやや低くなっており、地域による回答傾   

向の違いが見られる。  

九退院後の予定   

退院後の予定との関連性をみると、回答傾向に大きな差は見られない。  
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サンプル数   はい   いいえ   無回答   

全 体  22．641   5．698   15．990   953  
108．0鶉   25．2％   70．6％   ヰ．2   

男性   
11．622   3，087   8，155   380  

100．0％   2ti．6％   70．2！i   3．3％  

性                       女性   
10．553   2．541   7．618   394   

100．0‡   2ヰ，1％   72．2曳   3．7％  

無回答   
466   TO   217   179  

100．0％   15．0兄   46．6鶉   38．4！i   

10歳未満   
1．332   35了   955   20  
100．0％   26．8％   ■   1，5％  

lO歳代   
376   116   244   18  

100．0％   30．g％   6ヰ．8％   ヰ．3蒐  

20歳代   1．289   404   台60   25  
100．0！i   31．3乳   66．7％   1．9％  

30歳代   
1．869   55丁   1．283   29  
108．0％   29．8！i   68，6％   1．6l  

ヰ0歳代   
1．丁90   448   l．318   2（i  
100，0％   2l．9％   丁3．6％   1．5％  

年                                                                                                           50歳代   

3．689   874   2，TOg   106   

代  
100．Ol   23．7％   73，41   乙9l  

別            60歳代   ヰ，885   1．096   3．632   157  
100．0兄   22．4！i   7心情   3．2l  

70歳代   
4．856   1．23ヰ   3．357   265  
100．0％   25．4先   69．1％   5．5％  

80歳代   
1．653   421   l．141   91  
100．0l   25．5l   69．Ol   5．5l  

ll二二こ■ －   

202   83   123   16  
100．Ol   3l．2％   60．9l   丁．9％  

100歳以上   
7   2   5   0  

100．0≠   28．6％   71．ヰ％   0．0％  

無回答   
893   128   363   202  

100．0％   18．5l   52．4％   29．1≠   

DPC病院   
6，791   1．568   ヰ．98（）   263  
108．0％   23．1，i   丁3．0％   3．g  

捷                       試行的適用病院   
11．g32   3，238   8，20〇   491   

100．0％   2丁．1㌔   68．丁！i   4．l  

調査協力病焼   
3．918   892   乙827   199  
100．0％   之2．8％   丁2．2％   5、1％   

大学病院   
6．465   l．485   4．72了   253  
100．0％   23．0l   73．1篤   3．9l  

毀                       国立病院   
2．547   496   1，937   114   

置  
100．Ol   19．5％   76．1％   ヰ，5％  

主            社会保険病院   
4，45了   1．187   3．101   169   

体  
100．0鴬   26．6％   69．6％   3．8％  

別            公的病院   
1．929   ユ98   1．437   94  
100．0％   20．6％   丁ヰ．5％   4．9l  

民間病院   
7，243   2，柑2   4，788   323  
100．0！i   l ・   66．1％   4．5％   

北海道 
1．682   404   1．20ヰ   74  
100．0％   2ヰ．01   Tl．6％   ヰ、ヰl  

東北   
1，830   542   1，226   62  
100．0≠   29．6％   67．0％   3．ヰl  

関東   
3．893   1．02丁   2．TO5   16l  
108．0兄   26．ヰ≠   69．5％   4，1九  

地   
t．844   583   1，196   65   

域  
100．0≠   31．6≠   64．9≠   3．5≠  

別            中部   
3，743   8丁5   2．698   1TO  
108．0％   23．4ヽ   丁2．1ヽ   4．5％  

関西   
3846   906   2，7≦I2   148  

100．0％   23．6％   72．6l   3．8ヽ  

中国・四国   
2，569   531   1．899   139  
100．0％   20．7％   73．g％   5．4％  

九州   
3．234   830   2．270   I34  
100．0％   25．7％   70．2％   4．1％   

退  
19．515   ヰ．868   14．022   625  

100．0，i   2ヰ．g％   71．9％   3．2％  

院   
1．063   264   745   5ヰ   

後  100．0％   2l．8l   70．1％   5．1％  

の            その他   
824   24丁   545   32   

100．Ol   30．0％   68．1％   3．9％  

定            無回答   
1．239   319   678   2ヰ2  

108．0％   25，丁％   5ヰ．7l   柑．5㌔   
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（3）入院医療費の算定方法が変わったことの認知状況（DPC病院・試行的着用病院の患者のみ回答）  

①全体傾向   

入院医療費の算定方法が変わったこと   

については、「はい（知っていた）」とい   

う回答割合が34．5％，に対して、「いいえ   

（知らなかった）」という回答割合が   

62．0（滝と高い。入院医療費の算定方法の   

変化については十分に認知されていない   

ことがうかがわれる。  

②属性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差  

は見られない。  

イ．年代別   

年代別でみると、年齢があがるほど「はい（知っていた）」という回答割合が高くな   

る傾向が見られる。  

ウ．種別  

D‡）Cの導入状況でみると、回答傾向に大きな差は見られない  

エ．設置主体別   

設置主体別で見ると、公的病院で「はい（知っていた）」という回答割合が低いが、   

その他については大きな差は見られない。  

オ．地域別   

地域別でみると、北海道で「はい（知っていた）」という回答割合がやや高いが、回   

答傾向に大きな差は見られない。  

九退院後の予定   

退院後の予定との関連性をみると、回答傾向に大きな差は見られない。  
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